
講師	 秋田県理事  丹治 純子 氏
	 �女性のキャリアアップに向けた経営者と女性社員それぞれ

が取組むべきことや意識改革の必要性（取組事例など）に
ついてご講話いただきます。

事例発表（30分）

講 演（20分）

 株式会社ホクシンエレクトロニクス（秋田市）
業種：電子部品・通信機器用部品の開発・設計及び製造販売
モノづくり部 部長	 天野　 崇 氏
モノづくり部 管理課主任	 齊藤 珠美 氏
 女性の活躍推進に関する取組
◎�経営者と女性役員のランチ会を実施し、女性役職者の待遇改善など

新たな課題を抽出し改善に取り組んでいる。
◎�女性活躍推進に対する意識調査を全社員に実施。その内容を経営者

及び役員と打合せを行い、取組みを計画し実行。

 株式会社東北機械製作所（秋田市）
業種：建設用金属製品製造
取締役 総務部長	 渡部　 守 氏
総務部 総務課主任	 長谷川 香織 氏
 女性の活躍推進に関する取組
◎�女性社員のスキルアップのためのセミナーや管理職教育セミナーの

開催および参画。
◎�経営者と共通認識を持つため取締役会での取組みの説明や、社内へ

のジェンダー平等ポスター掲示による従業員の意識改革を進めている。

管理職と女性社員毎に少人数のグループに分かれ、各グループに先輩
企業から1名が加わり、女性のキャリアップに対する自社の悩みや取組の
課題などを話し合い、実施可能な自社目標を探ります。

【略歴】
埼玉県出身で秋田県理事。 三井住友海上火災
保険株式会社で営業企画部部長を務めた後、
2023年7月より本県2人目の女性理事として男
女共同参画や女性の活躍推進を担当している。

　人口減少と少子高齢化が進む秋田県において、働く女性の活躍は
これまで以上に求められています。組織で女性活躍を推進していく
ためには、経営者（管理職）と女性社員が共通認識を持って課題解決
に取り組んでいく事が大切です。
　本セミナーでは、他社の取組みを参考にしながら、自社の課題解決
への取組みを推進することを目的に開催いたしますので、是非ご参加
ください。

先輩企業との交流会（70分）

［先輩企業］	 ▪株式会社ホクシンエレクトロニクス
	 ▪株式会社東北機械製作所
	 ▪株式会社秋田放送

申 込 方 法
裏面参加申込フォームQRコードからお申込みいただくか、申込書をご記入のうえFAX送信してください。

【お問い合わせ】 秋田商工会議所　検定・共済推進課　TEL：018-866-6678　mail：kentei＠akitacci.or.jp

演題	「めざす先にあるもの」

　日時

	
　会場

　定員

　対象

	 2025年5月19日（月）
	 13：30～16：00
	 イヤタカ（秋田市中通6-1-13）
	 50名
	 �◦�経営者（または女性活躍推進に携わる管理職）と女性社員
	 �◦�お申込みいただく場合は、少なくとも経営者または管理職1名

と、女性社員の2名でお願いします。

参加
無料管理職と女性社員のための

女性活躍推進セミナー
～先輩たちから学ぶ挑戦と成功のヒント～

※前年度当所ワークショップ参加企業

進行：ファシリテーター



企業・団体名

参
加
者

どちらかにチェックを入れてください お名前 所属部署・役職

　□管理職　　□女性社員

　□管理職　　□女性社員

　□管理職　　□女性社員

　□管理職　　□女性社員

◦先輩企業に聞きたい事や自社の課題と思うことなどを少なくとも1つご記入ください。社名等の公表はいたしません。

担当者氏名 所属部署・役職

電話番号 メールアドレス

女性活躍推進セミナー参加申込書

2024年度ワークショップ参加企業の取組みと成果

申込期限

5月9日（金） 参加申込フォーム
QRコード

管理職と女性社員各1名のご参加が必要です。　3名以上のお申込みをいただく場合は、どちらのお立場でも結構です。

	
送付先

	 秋田商工会議所　検定・共済推進課

	 	 FAX：018‐862‐2101
ご記入いただいた情報は、当所からの各種連絡・情報提供のほか、参加状況の分析の
ために利用いたします。

上記申込書をご記入のうえFAX送信、または右の参加申込フォームからお申し込みください。 ☞☞

取組み 実施方法 取組み成果

意識調査を実施
幹部社員を対象に行ったアンケート結果で
出た課題を基に意識調査を実施

◦幹部社員の女性活躍に対する考えが把握できた
◦�実際に介護や育児を理由にキャリアを諦めていることが分かった
◦取締役会等で結果を報告し、課題を共有できた

ランチ会の開催

経営者と女性役員・女性管理職を対象に
毎月1回開催

◦�女性役職者の待遇改善や子供の長期休暇中の時短勤務など
具体的なニーズが把握でき、今後の検討の参考になった

◦前向きな意見が多く、有意義な企画となっている

役員と女性社員を対象に、女性活躍の必要性・
重要性を説明した後、意見交換を実施

◦女性社員のキャリアアップに対する意識が高まった
◦�時代に即した職場環境づくりの必要性について理解が深まった

セミナー等への
参加促進

管理職を対象に女性活躍・ハラスメント教育
などを実施したほか、社外の管理職セミナー
などへ参加

◦�これまでの管理職教育の遅れもあり、引き続き意識改革をして
いく必要性を感じた

女性社員を対象に積極的な周知と申込の簡略
化を図り参加を促し、キャリアアップ意識の向上
を目指す

◦申込の簡略化により参加者が増えた
◦�セミナー等に参加した女性社員のノウハウを報告書で上層部と

共有し、今後の人事へ活かす予定

ロールモデルを
講師とした
講習会の開催

社内または他社からロールモデルとなる講師
を招いた講習会の開催

◦主体的に自身の将来のイメージを描く参考となった
◦�自身のなりたい姿を目指すために具体的な行動をアンケート調査

し、行動変容に繋げた

必
　
須


